
本 日 第１９６３回 ２０１１年５月６日(金) No.１８５４

本日のプログラム Today's Program 卓話者：西尾会長ｴﾚｸﾄ・森副幹事・井田次期ｸﾗ

ﾌﾞ奉仕・福岡次期広報・唐井次期国際・

古橋（裕）次期新世代奉仕委員長

点 鐘 演 題：「地区協議会参加報告」

ロータリーソング 「君が代」・「奉仕の理想」

前 回 第１９６２回 ２０１１年４月２２日(金) 記 録

○斉 唱：「日も風も星も」
○来訪者：なし
○出席者：会員29名中23名出席 出席率79.31％

前々回補正出席率は４月８日分89.66％

会長あいさつ 山田 直樹

先週の地区協議会にご参加いただきましたメン

バーの皆さまご苦労さまでした。松前ガバナーエレ

クトのご回復を心より祈ります。街は、新緑が目に

まぶしい季節を迎えました。私はこの季節が大変好

きです。通りには花ミズキのはなが咲きはじめまし

た。我が家の花ミズキは咲くには咲くのですが例年

いまひとつの状態でとまってしまいます。まわりは

どこもきれいに咲いているのになぜと思ってしまい

ます。残念でしかたありません。花ミズキは街路樹

として植えられ始めたのは1980年代だそうです。言

われてみれば、昔はあまり見たことがなかったなと

思います。私の感覚ではひとつばたこも最近になっ

てポピュラーになってきたと思います。はなみずき

は昔日本から贈られたサクラの返礼として米国から

贈られた親善の木だったそうです。英語名ドッグウ

ッドと言います。戦争により敵国の木になってしま

い、切られたりして原木は姿を消してしまったそう

です。さらに、西洋では、キリスト処刑の十字架の

木に使用されたという言い伝えがあり、悲運を背負

った木なのです。そういう話もあって私はこのはな

を愛していたいと思います。さて先日の県会議員選

挙の結果尾張旭市では初めて自民党系の議員が当選

を果たしました。その方の当選後のお話の中で興味

をもったことがありました。「手ごたえを感じる」

ということについてです。選挙期間の最初のころは

街頭での演説でも、集会での討論会においても全然

反応を感じられなかったそうですが、終盤になって

握手ひとつとっても確実に自分に支持が集まってき

ているという実感があり、これはいけるのではない

かという思いをいだくことができたと言われていま

す。手ごたえを感じることが、今の首相にあるでし

ょうか。 国民の声を真摯に受け止めることをまず

やってほしいです。そこからようやく道筋がみえて

くるのではないでしょうか。

幹事報告
・4/15 第３回40周年記念誌委員会 於商工会館

井田委員長以下５名出席。

・4/16 地区協議会 於ｳｪｽﾃｲﾝﾅｺﾞﾔｷｬｯｽﾙ 西尾会

長ｴﾚｸﾄ以下12名出席。

・4/21 手をつなぐ親の会 総会 於渋川福祉ｾﾝﾀｰ

水野社会奉仕委員長出席。

・4/21 地域活動連絡協議会 総会 山田会長出席。

・本日の会合：第４回40周年記念誌委員会

・次回の例会：4/29(昭和の日)で法定休日で休み。

・次回の会合：5/6 第14回現・次期理事役員会

5/6 第5回OFDY現・次期委員会

・例会変更のお知らせ：別紙。

５月１３日（金) ５月２０日（金） ５月２９日（日） ６月 ３日（金）

例 卓話者：桜井 雅博君 卓話者：森ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員長 ２７日(金)振替日 卓話担当者：髙島 昇君君

会 演 題：｢広報のあり方と 演 題：｢寄付社会に 環境保全活動 卓 話 者：大竹由紀子様

予 コンピュータの活用に ついて｣ ゴミゼロ運動 演 題：「癒しのハーモ

定 ついて｣ ニー」



ニコボックス
○初めての卓話です。よろしくお願いいたします。

伊豆原浩二君

○伊豆原先生の卓話を楽しみにしています。

桜井 雅博君

○伊豆原浩二君の卓話を楽しみにしています。

加藤 清久君、唐井 仁一君

○先週の地区協議会にご参加の皆様、ご苦労様でした。

また、その後の懇親会も楽しく過ごしました。ありが

とうございました。 山田 直樹君

○４月16日をもって連合自治会長を退任いたしました。

唐井 仁一君

○今年度、初めて平穏なロータリーです。大野さんの

ご活躍をお祈りします。 加藤 清久君

○唐井さん、お互いに気持ちは若いですけど、体は言

うことが効きません。お大事に無理しないでください。

古橋 裕志君

○家内が大変お世話になっております。ありがとうご

ざいます。これからもよろしくお願いいたします。

丹羽 敏行君

○桜も散って新緑が楽しみですね。 冨田 晃君

○残念ですが早退させていただきます。

西尾 輝久君

○おー忙しです。お先に失礼します。 森 和実君

○忙しの君 水野 幸彦君、箕輪 良孝君

第4回記念誌委員会報告
日時 ２０１１年４月１５日（金）13:40～

場所 尾張旭市商工会館 事務局

議題 1)レイアウト、その他の件

各年度の写真等を調べた。

卓 話
最近の地域公共交通の状況
－バス交通を中心として－ 伊豆原 浩二

東日本大震災では莫大な被害となり、原発事故も

大変なことになっています。交通を専門としています

が､こんな中で､新幹線をはじめとする鉄道の分野での

事故は無く、我が国の技術は凄いとも思います。

今日のお話は地域の公共交通についてです。尾張旭

のコミュニティバス｢あさぴー号｣はご存知ですね。こ

の｢あさぴー号｣は平成 15 年度から検討が始まりまし
た。最初は｢尾張旭市交通問題対策協議会｣で試験運行

へ向けての検討委員会の設置と予算措置の提案、平成

16 年度から「尾張旭市交通問題懇話会」で試験運行
の実施を検討し、12 月の試験運行以降 3 回の見直し
を経て、平成 20 年 4 月から本格運行に移っています。
特徴は２つの会とも市民だけの組織で、行政は事務局

を担当したことで、このような仕組みは県下でも例が

ありません。ここでの委員の経験者が主となって市民

組織「あさぴー号を育てる会」ができて活動していま

す。利用者は最初は約 130 人 /日だったのが、本格運
行後では約 500人/日近くまで増加しています。
このようなコミュニティバスは中部運輸局館内では

約 90 ％近くの自治体で導入されており、その目的は
高齢者福祉、交通空白地の解消が多くなっています。

地域の路線バスはどんどん廃止され、それに伴ってコ

ミュニティバスのルート数が増加しています。我が国

のコミュニティバスの先駆けは、武蔵野市の「ムーバ

ス」です。このきっかけは一人の主婦が市長へ公共交

通の不便さを訴える手紙を出したことでした。我が国

では地方自治体がバス事業者となることは公営企業体

以外では無く、武蔵野市が初めてだったわけです。バ

ス停は間隔を高齢者の歩行距離から 200 ｍとし、名
前と大きな数字と色で表示、料金は大人・子供とも一

律 100 円（小学生未満は無料）という画期的なもの
でした。これをきっかけにコミュニティバスは全国へ

拡がっていきました。もう一つの事例を紹介します。

秀吉の醍醐の花見で有名な京都伏見区の「醍醐コミ

ュニティバス」です。これは地域の住民が自ら立ち上

げたバスです。京都の地下鉄の開業に伴って市営バス

路線が再編され、都心部への利便性は向上したのです

が、地区内は返って不便になってしまったのです。地

区の住民は改善の要望をしたのですが、聞き入れられ

なくて結局自分たちが立ち上がってコミュニティバス

の運行にこぎつけました。サービス内容などは自分た

ちで考え、単なる交通システムではなく様々な「市民

活動の架け橋」と位置づけています。

このような現象の背景についてお話します。平成 8
年に当時の運輸省は需給調整規制の廃止を決定、翌 9
年｢規制緩和推進計画｣を閣議決定しています。これは

橋本内閣のときです｡需給調整規制とは､概に云えば

「赤字路線があっても企業全体として収支が取れてい

れば廃止は認めない、その代わり黒字路線には他社の

参入を認めない｣とするものです｡それを路線ごとに見

て、赤字路線の撤退を認め、黒字路線への他社の参入

を認めるというのが需給調整規制の廃止です。平成 1
4 年に道路運送法の改正によって施行されました。そ
の後、どんどん廃止路線が増加したので、平成 18 年
再度道路運送法を改正し、住民、事業者、行政関係者、

学識経験者などで構成する「地域公共交通会議」とい

う制度を設けて地域の公共交通に関する議論をし、合

意形成された事項について認めていく形になりました。

翌 19 年には地域公共交通活性化・再生法が出来て、
より権限を持った「法定協議会」の制度を設け、バス

だけでなく他の交通手段についても議論して合意形成

を目指すことになりました。

今年に入って、3 月 8 日には「交通基本法」が閣議
決定されて、国会へ上程されています。この法律は当

初「移動権の保障」を掲げて、昨年多くの学識経験者

や関係者で議論されたのですが、「移動権の保障」と

いう言葉は無くなり、後退している感は否めないです

が、「まちづくり」と一体となって進めるとしていま

す。これからどのような議論がされていくかについて

注目しているところです。




